【別紙様式２】
構 想 計 画 書
年　　月　　日

文部科学省初等中等教育局長　　殿 

	[bookmark: _Hlk154416233]（申請者）
	住所
	

	
	名称及び
	

	
	代表者名
	




　令和　年度「ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（グローバル人材育成強化事業）」に関する構想計画書を以下のとおり提出いたします。

記

1. 事業拠点校名
　　学校名：
　　学校長名：


2. 構想名（30字以内）
	




3. 構想概要（400字以内）
	












4. 体制
	関係機関・学校に関する情報
	代表者
校長名

	管理機関
	　
	

	事業拠点校
	　
	(国・公・私)
	

	
	学科・コース名
	1年
	2年
	3年
	計
	学校規模
	

	
	対象
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	0
	

	
	
	　
	　
	　
	　
	0
	
	
	

	
	対象外
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	
	

	
	
	　
	　
	　
	　
	0
	
	
	

	事業共同実施校
	①
	　
	(国・公・私)
	

	
	
	学科・コース名
	1年
	2年
	3年
	計
	学校規模
	

	
	
	対象
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	0
	

	
	
	
	　
	　
	　
	　
	0
	
	
	

	
	
	対象外
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	
	

	
	②
	　
	(国・公・私)
	

	
	
	学科・コース名
	1年
	2年
	3年
	計
	学校規模
	

	
	
	対象
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	0
	

	
	
	
	　
	　
	　
	　
	0
	
	
	

	
	
	対象外
	　
	　
	　
	　
	0
	0
	
	

	事業協働機関
（国内外の大学、企業、国際機関等）
	①
	　
	

	
	②
	　
	

	
	③
	　
	

	事業連携校
（国内外の高等学校等）
	①
	　
	(国・公・私)
	

	
	②
	　
	(国・公・私)
	

	
	③
	　
	(国・公・私)
	



※必要に応じて適宜、行を追加すること。


5. 申請を希望する理由
	




6. 管理機関の概要
	（１）イノベーティブなグローバル人材育成に関する計画，戦略
（２）過去５年間の取組実績





7. 事業拠点校及び事業共同実施校の概要
	（１）管理機関における事業拠点校及び事業共同実施校の位置づけ
（２）現状
a.イノベーティブなグローバル人材育成に関する学校の教育理念
b.探究型学習に関する教育課程等の特色
c.イノベーティブなグローバル人材育成に向けた教育課程上の取組（該当がある場合のみ）
（３）過去５年間の取組実績
a.大学や企業，国際機関等と協働した主な取組
b.国際性を高める取組
c.イノベーティブなグローバル人材育成に資する課外活動の活動状況
d.研究歴
e.その他特記すべき事項




8. 教員加配の希望（公立高校のみ）
	[bookmark: _Hlk154602951]
（１）加配された教員の担う役割や業務
（２）教員加配により図ることのできる取組の改善や充実




9. 構想目的・目標の設定　【１ページ（ｐ．５）で記載すること。】
	[bookmark: _Hlk154422440]（１）イノベーティブなグローバル人材像　(Ⅰ-a)
※資質・能力（コンピテンシー）、心構え・考え方・価値観等（マインドセット）、
探究スキル等の観点から多面的に設定すること
（２）ＡＬネットワークの目的と役割　(Ⅰ-b)
（３）短期・中期・長期的な目標（海外留学や海外研修等をカリキュラムの中に体系的に位置づけて生徒が経験することや、外国人生徒を受け入れ日本人生徒と外国人生徒が一緒に英語等での事業を履修するための学校体制整備等の重点的に取り組む項目の目標を含む）　(Ⅰ-c)









10. ＡＬネットワークの形成【３ページ（ｐ．６～８）で記載すること。】
	[bookmark: _Hlk154423141]（１）ＡＬネットワーク運営組織　(Ⅱ-a)
（２）関係機関の情報共有体制　(Ⅱ-b)
（３）修了生の国内外のトップ大学への進学、海外留学、外国人生徒受入等の促進に向けた計画　(Ⅱ-c)
（４）カリキュラムを研究開発する体制　(Ⅱ-d)
（５）テーマと関連した高校生国際会議等の計画（開催）　(Ⅱ-e)
（６）フォーラムや成果報告会等の実施に向けた計画　(Ⅱ-f)
（７）情報収集・提供等、その他の取組に関する計画　(Ⅱ-g)









	

	


11. 研究開発・実践【５ページ（ｐ．９～１３）で記載すること。】
	（１）カリキュラムに位置づけられた短期・長期留学や海外研修　(Ⅲ-a)
（２）外国人生徒の受け入れ及び体制の整備　(Ⅲ-b)
（３）テーマとして設定するグローバルな社会課題　(Ⅲ-c)
（４）関係機関との協働による先進的なカリキュラムの研究開発・実施体制　(Ⅲ-d)
（５）新たな教科・科目の設定　(Ⅲ-e)
（６）バランスよく学ぶ教育課程の編成　(Ⅲ-f)
（７）工夫された学習活動の実施に向けた計画　(Ⅲ-g)
（８）大学教育の先取り履修の計画（実施）　(Ⅲ-h)
（９）より高度な内容を学びたい高校生のため拠点校・共同実施校の条件整備　(Ⅲ-i)






	

	

	

	


12. 実施体制の整備【３ページ（ｐ．１４～１６）で記載すること。】
	[bookmark: _Hlk154489806]（１）管理機関によるＡＬネットワークの整備　(Ⅳ-a)
（２）管理機関による情報共有体制の整備　(Ⅳ-b)
（３）管理機関の長や拠点校等の校長の役割　(Ⅳ-c)
（４）運営指導委員会や検証組織の設置及び運営に向けた計画　(Ⅳ-d)
（５）拠点校等の卒業生を追跡調査する仕組みの構築に向けた計画　(Ⅳ-e)
（６）外国人生徒の日本での学習や生活の支援体制　(Ⅳ-f)










	

	


13. 財政等支援【１ページ（ｐ．１７）で記載すること。】
	（１）自己負担額の支出計画　(Ⅴ-a)
（２）人的または財政的な支援、研修やセミナー等の実施に向けた計画　(Ⅴ-b)
（３）支援期間終了後の事業の継続的な実施に向けた計画　(Ⅴ-c)








14. ３ヶ年の事業計画概要【２ページ（ｐ．１８～１９）で記載すること。】
＜１年目＞
	事業項目
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※必要に応じて適宜、行を追加すること。


＜２年目＞
	事業項目
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※必要に応じて適宜、行を追加すること。


＜３年目＞
	事業項目
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※必要に応じて適宜、行を追加すること。









































15. ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標（該当する欄に○）
※認定を受けている場合は、その写しを添付すること。
1 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定（えるぼし認定・プラチナえるぼし認定）等
	認定段階１（労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。）＝10点
	

	認定段階２（労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。）＝15点
	

	認定段階３＝20点
	

	プラチナえるぼし認定＝25点
	

	行動計画策定済（女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定義務が無い事業主（常時雇用する労働者の数が１００人以下のもの）に限る（計画期間が満了していない行動計画を策定している場合のみ）＝5点
	



2 次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（くるみん認定企業・トライくるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業）
	くるみん認定①（平成 29 年 3 月 31 日までの基準）（次世代法施行規則等の一部を改正する省令（平成29 年厚生労働省令第 31 号。以下「平成 29 年改正省令」という。）による改正前の次世代法施行規則第4 条又は平成 29 年改正省令附則第 2 条第 3 項の規定に基づく認定）＝10点
	

	トライくるみん認定＝15点
	

	くるみん認定②（平成 29 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日までの基準）（次世代法施行規則の一部を改正する省令（令和 3 年厚生労働省令第 185 号。以下「令和 3 年改正省令」という。）による改正前の次世代法施行規則第 4 条又は令和 3 年改正省令附則第 2 条第 2 項の規定に基づく認定（ただし、①の認定を除く。））＝15点
	

	くるみん認定③（令和 4 年 4 月 1 日以降の基準）（令和 3 年改正省令による改正後の次世法施行規則第4 条第 1 項第 1 号及び第 2 号の規定に基づく認定）＝15点
	

	プラチナくるみん認定＝25点
	



3 青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定
	ユースエール認定＝20点
	







16. 所要経費
[bookmark: _Hlk154598686]　※（別紙様式３‐１）に記入すること。


17. 再委託の有無　　　有・無
※再委託を行う場合は、（別紙様式３‐２）及び（別紙様式３‐３）に記入すること。


18. 担当者
	担当課・室
	
	担当者
職・氏名
	

	電話番号
（直通）
	
	メール
アドレス
	



p. 2　　様式の改変はできません。指定された頁内に収めてください。

